
越
橋
の
橋
爪
ま
で
を
六
枚
町
と
い
ふ
。
金
滞
感
蹴
必

録
に
、
五
.
枚
町
・
六
枚
町
は
地
子
銀
の
員
数
に
よ
っ

て
名
付
け
た
と
あ
る
が
、
五
枚
町
に
は
異
設
が
あ

る
。
↓
プ
マ
イ
マ
チ
五
枚
町
。

ロ
タ
マ
ン
プ
ヤ
マ
穴
禽
部
山
白
山
の
市
J

瀬
口

鶴
菅
絡
で
、
越
前
名
蹴
考
に
、
『
一
の
瀬
よ
り
三
町
程

行
き
一
本
橋
有
hvo
般
に
か
け
た
る
橋
に
て
、
水
出

れ
ば
お
つ
る
。
柳
谷
の
橋
と
い
ふ
。
危
し
。
是
よ
り

六
底
部
山
へ
の
ぼ
る
。
』
と
記
す
る
。
今
の
萄
市
J

瀬

祖
泉
か
ら
の
登
踏
で
は
、
標
高
一
ご
五

O
米
に
建
す

る
聞
が
そ
れ
で
あ
る
。

ロ
ク
マ
ン
ペ
ン
穴
高
温
羽
咋
郡
町
居
遜
群
堂

の
前
の
路
傍
に
、
『
南
無
阿
粥
陀
倒
ハ
右
)
永
和
三
・
五

月
十
五
日
仰
心
ハ
左
〉
日
課
六
高
遍
念
仰
』
と
刻
し
た

石
碑
が
あ
る
。
加
能
爾
闘
で
年
鋭
の
見
え
る
も
の
L

最
も
古
い
一
つ
で
あ
る
。

ロ
タ
メ
ン
ト
ウ
六
面
樋
河
北
郡
談
議
所
火
葬

場
附
廷
に
在
る
。
高
さ
高
石
・
竿
石
・
礎
石
を
A
n
は
せ

て
一
米
入
。
そ
の
各
面
に
地
積
隼
を
刻
す
る
。
六
商

艦
で
あ
ら
う
が
、
竿
.
石
の
上
邸
に
一
面
か
ら
他
国
へ

貰
渇
し
た
火
袋
と
思
は
れ
る
方
孔
が
あ
る
の
は
鑓
で

あ
る
。
そ
の
手
法
が
傍
に
あ
る
享
和
ご
年
造
立
の
地

縫
隼
に
似
て
ゐ
る
か
ら
、
凡
そ
同
時
代
の
も
の
で
あ

A
Y
ζ

，。
ロ
タ
ヨ
ウ
シ
ユ
ウ
六
用
集
一
加
。
正
徳
五
年

金
棒
上
堤
町
審
草
堂
一
=
簡
屋
五
郎
兵
衛
振
。
新
暦
要

閲
覧
・
金
棒
寺
院
名
寄
・
金
調
押
よ
り
諸
方
謎
程
・
年
中
行

事
・
加
州
湯
本
之
岡
・
金
・
樺
名
方
薬
有
所
の
六
つ
を
便

閲
覧
に
し
た
も
の
で
、
そ
の
う
ち
新
暦
要
覧
は
E
徳
元

年
か
ら
十
三
年
間
の
周
暦
で
あ
る
。
ま
た
改
正
六
用

集
と
題
す
る
も
の
は
、
同
じ
く
三
箇
屋
板
で
は
あ
る

が
、
表
袈
一
枚
捌
の
折
本
に
な
っ
て
鹿
り
、
金
縛
寺

院
名
寄
・
金
府
産
跡
祭
種
目
記
・
市
中
町
名
寄
・
年
中

ロ
ク
l

ワ
カ

行
事
略
・
緒
方
遊
穂
付
、
三
州
祖
泉
箇
所
班
効
能
を

集
め
、
更
に
増
補
改
正
六
用
集
と
題
し
た
も
の
に
は
、

金
持
の
札
所
な
ど
を
加
へ
て
あ
る
。

ロ
タ
ロ
鹿
路
鳳
京
都
南
北
郷
に
臨
す
る
部
帯
。

ロ
タ
ロ
ウ
ギ
六
部
木
町
尚
一
鳳
至
郡
七
浦
庄

に
臨
す
る
部
帯
。
能
菅
名
跡
志
に
、
『
六
郎
木
村
は
道

下
村
よ
り
三
十
町
徐
あ
り
。
大
唐
竹
の
御
蜂
あ
り
。
』

と
記
す
る
。

ロ
コ
ウ
侶
鵠

J
ハ
シ
ロ
コ
ウ
橋
侶
鵠
。

ロ
ゴ
ケ
イ
タ
イ
フ
へ
ン
魯
語
卿
大
夫
篇
一
加
。

閲
野
和
者
。
春
秋
戦
闘
の
賢
鰯
人
被
婆
が
そ
の
子
に

し
て
魯
の
卿
大
夫
た
る
季
康
子
を
誠
め
た
一
節
を
取

っ
て
和
解
し
た
も
の
。
著
者
は
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
の

古
前
田
直
時
を
訓
戒
せ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
巻

後
に
は
論
橋
中
の
政
事
に
関
す
る
穏
な
ど
や
.
故
意
附

録
し
て
あ
る
。

ロ
ジ
ユ
ウ
ソ
ン
リ
ヨ
ウ
魯
充
存
謁
金
稼
臨
洞

宗
瑞
雲
寺
十
一
代
の
住
持
で
、
簡
や
.
能
〈
し
た
。
飽

隠
九
年
五
周
五
日
能
脅
永
光
寺
に
於
い
て
寂
。

ロ
ヂ
プ
ギ
ヨ
ウ
露
路
奉
行
御
露
路
奉
行
は
初

め
御
歩
が
そ
れ
を
勤
め
た
が
、
延
費
五
年
一
一
-
十
人
組

頭
を
置
い
て
か
ら
そ
の
集
撃
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

後
に
定
番
御
歩
小
頭
の
加
っ
て
勤
め
た
こ
と
も
あ

る。
ロ
ツ
カ
タ
ド
ウ
六
角
堂
金
制
仲
六
枚
町
か
ら
古

遣
の
方
へ
出
る
裳
小
路
で
、
道
路
岡
曲
、
恰
も
六
角

堂
を
め
ぐ
る
が
如
き
放
に
名
づ
け
る
。
今
六
枚
町
に

麗
ず
る
。

鹿
嚢

ロ
ヅ
キ
ユ
ウ

木
村
臨
袋
。

ロ
ツ
キ
ヨ
ウ

の
小
字
。

ロ
ツ
キ
ヨ
ウ
シ
ユ
ウ

-
+
キ
ム
ラ
ロ
ツ
キ
ユ
ウ

キロ
ヨ可ヅ

能
美
郡
金
平
の
内

橋

麗
橋
集

一
加
。
臨
軍
部

甲
な
る
附
目
制
宗
大
謹
寺
の
崎
旧
制
服
寛
和
備
の
歌
集
で
あ

る。
ロ
ツ
ヨ
ウ
ザ
キ
緑
岡
崎
珠
洲
郡
の
東
北
端
で
、

狼
煙
か
ら
海
に
斗
出
す
る
こ
と
ご

0
0・米強制。

ワ

ワ
ア
ン
セ
イ
ジ
ユ
ン
和
庵
清
岡
曹
洞
宗
の
備
。

能
管
の
人
。
一
路
如
消
の
教
を
受
け
、
そ
の
寂
後
関

東
に
往
っ
た
が
、
武
蔵
成
聞
の
府
主
藤
原
家
時
、
道

化
全
慕
う
て
関
淵
寺
を
建
て
、
和
庵
脅
閉
山
と
し
て

普
提
寺
に
充
て
た
。
寛
正
五
年
和
路
行
脚
し
、
そ
の

終
る
所
を
知
ら
ぬ
。

ワ
カ
和
歌
〈
一
〉
利
献
と
務
侯
!
加
賀
務
治
の

最
初
期
に
詰
つ
て
は
、
未
だ
文
相
雌
の
興
起
を
見
な
か

っ
た
が
、
濁
和
歌
に
在
つ
て
は
そ
の
片
影
令
部
め
得

た
。
即
ち
前
田
利
家
が
、
後
陽
成
天
皇
の
行
幸
に
盟

臣
秀
育
の
楽
祭
第
に
陪
従
し
て
和
献
を
奉
献
し
た
る

を
初
と
し
、
同
時
に
利
長
も
亦
詠
什
を
叡
聞
に
建
し

て
ゐ
る
。
利
常
は
之
を
好
ま
な
か
っ
た
如
き
も
、
そ

の
子
光
高
は
申
院
逝
村
・
烏
丸
光
蹟
に
就
き
て
犠
習

し
、
夫
人
清
泰
院
も
最
も
地
能
と
い
は
れ
た
。
中
世

以
後
務
侯
軍
照
が
松
梅
百
首
の
献
を
小
松
な
る
天
満

宮
に
奉
献
し
、
重
晴
が
有
稲
川
宮
純
仁
親
王
に
師
事

し
、
末
期
に
在
つ
て
は
持
蹟
夫
人
が
聡
司
政
照
の
女

を
以
て
詠
献
を
好
み
、
そ
の
子
陵
寧
も
之
を
能
く
し

た
る
如
き
、
皆
和
歌
の
奨
助
に
奥
っ
て
カ
あ
っ
た
も

の
で
あ
る
0

・

2

0
士
人
の
和
歌
ー
さ
れ
ば
士
人
に
在
っ
て
も
、
利

常
の
時
に
今
枝
軍
直
・
安
見
元
勝
・
稼
僑
兵
太
夫
が
あ

り
、
綱
紀
の
時
に
は
庄

m
E守
・
竹
岡
忠
種
・
多
賀
直

秀
・
原
元
寅
・
菅
員
部
・
山
本
基
府
・
大
野
木
克
明
・
話

器
昌
典
・
成
凶
明
速
が
あ
り
、
育
徳
の
時
以
後
に
は

竹
田
昌
忠
・
原
元
麗
等
あ
り
。
前
倒
直
弱
も
亦
政
務

の
俄
暇
花
周
に
悠
漉
し
た
0

・
併
し
是
等
mw佼
を
以
て

稽
せ
ら
れ
る
歌
人
も
、
天
下
の
趨
勢
に
従
う
て
、
古

今
の
務
調
以
外
に
一
歩
を
滋
め
る
こ
と
そ
得
ず
、
次

い
で
本
属
宣
長
の
出
づ
る
に
及
ん
で
、
そ
の
皐
風
法

〈
北
陸
に
謹
し
た
が
、
之
が
末
流
を
汲
む
も
の
、
新

髄
を
喜
び
奇
巧
を
街
ふ
の
み
で
、
吟
舗
に
地
へ
る
作

献
を
見
な
か
っ
た
。

ハ
一
一
一
〉
務
外
歌
人
の
影
締
!
然
る
に
文
政
の
末
、
宮
士

谷
御
杖
の
来
る
や
、
奥
村
祭
賞
・
況
十
嵐
篤
好
之
に
製

ん
で
高
業
調
を
詠
じ
、
天
保
申
橘
守
部
の
金
制
仲
に
寓

す
る
や
、
大
友
粂
滞
・
石
黒
千
尋
・
石
黒
魚
捌
等
之
に

就
い
て
そ
の
濁
特
の
撒
風
に
従
ひ
、
斯
界
の
活
気
持

に
秘
話
せ
ん
と
し
た
。
こ
の
時
恰
も
闘
中
沼
之
が
賀

茂
季
臨
に
感
ん
で
鴎
り
、
臓
を
金
城
に
下
し
た
か

ら
、
門
人
忽
ち
雲
集
し
、
千
尋
・
魚
淵
も
亦
之
に
従

ひ
、
そ
の
他
山
下
請
臣
・
狩
谷
鴎
友
・
三
輪
照
覧
・
波
野

屋
佐
.
平
・
高
林
景
寛
・
高
木
有
制
等
多
く
の
俊
秀
を
出

し
た
。
思
ふ
に
務
初
以
来
漢
詩
を
以
て
自
ら
高
し
と

す
る
も
の
は
多
か
っ
た
が
、
歌
人
を
以
て
目
す
べ
き

は
夢
々
昆
患
の
如
〈
、
そ
の
稿
顕
角
そ
館
し
た
も
の

は
、
明
之
に
あ
ら
ず
ん
ば
即
ち
賜
之
の
門
下
の
み
で

あ
る
。
さ
れ
ば
賜
之
は
加
賀
務
の
敗
坦
に
於
け
る
最

功
勢
者
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。

ワ
カ
キ
ム
カ
へ
若
木
迎
能
菅
で
は
、
哲
一
日
月

十
四
日
の
タ
に

γ
デ
、
十
五
日
の
朝
に
タ
プ
の
薪
を

用
ひ
、
静
供
の
御
食
を
炊
き
、
山
神
を
祭
る
を
若
木

迎
と
い
ろ
た
。
叉
十
四
日
に
餅
}
一
片
を
蹴
倒
し
て
山
に

入
り
、
之
を
山
静
に
手
向
け
た
後
、
自
家
の
紳
仰
に

供
へ
る
花
木
を
伐
取
る
を
若
木
迎
と
い
ふ
所
も
あ
っ

た。

九
一
九


